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597
稲城第一小学校４組さんの作品

9月3日（日）午前8時30分〜
稲城中央公園総合グラウンド

総合開会式（雨天時は総合体育館）
第55回

競　技　名 会　　　場 期　　　日 競技部門 申込期限 申込み・問合せ先

軟式野球
稲城中央公園野球場　
若葉台公園多目的広場　
多摩川緑地公園野球場

9月3日（日）〜12月10日（日）
少年の部（1部、2部、3部）
一般の部（1部、2部）
シニアの部

8月13日（日） 渡辺☎090-5762-3301

サッカー

稲城中央公園　
総合グラウンド　
南多摩スポーツ広場　
稲城長峰ヴェルディ
フィールド

8月19日（土）
〜12月10日（日）のうち
土・日・祝日

幼児の部、小学1年生の部〜小学6年生の部、
中学生の部、女子の部（中学生以上）、
一般の部（高校生以上）、
壮年の部（満39歳以上）昭和59年4月1日以前生
まれ

7月25日（火）（幼児、小学生）
7月31日（月）

（中学生、一般、壮年）
10月31日（火）（女子）

原田☎090-4705-1910
池田☎090-3342-3397

ラグビーフットボール 稲城長峰ヴェルディ
フィールド 9月10日（日） 15人制（一般・シニア） 9月1日（金） 武田☎090-4600-7955

ソフトボール 多摩川緑地公園　
ソフトボール場 9月3日（日）〜12月17日（日）【リーグ戦】一般男子1部、2部

【トーナメント戦】壮年の部、実年の部 8月18日（金） 松本☎090-3522-6910

バレーボール

稲城中央公園　
総合体育館

9月2日（土）（中学生）　
9月10日（日）

（小学生・家庭婦人）
10月1日（日）（一般女子）

小学生の部、中学生の部、家庭婦人の部、
一般女子の部 7月31日（月）（郵送のみ）

馬場
〒206-0823　平尾1-33-30
☎331-3083

バドミントン

9月9日（土）
（一般ダブルス、ジュニア
ミックス）　
9月24日（日）

（ジュニア、一般トリプルス）

ジュニアの部（小・中学生）、
一般ダブルスの部、一般トリプルスの部、
ジュニアミックスの部（大人と子ども）

8月16日（水）
（一般ダブルス、ジュニアミックス）
8月30日（水）

（ジュニア、一般トリプルス）
南☎/ 350-2277

卓球 9月3日（日）
【シングルスの部】
チャレンジの部（小中学生初心者・一般初心者）
一般男子・女子の部、壮年男子の部（60歳以上）

【ダブルスの部（A・B）】当日抽選でペアを組む

8月17日（木）
（郵送またはメール）

山田
〒206-0803　向陽台6-12-4-920
☎ 090-2241-4157

takuren_yamada@yahoo.co.jp

剣道 10月29日（日）
個人戦の部

（小学4年生以下、小学5年生以上、中学生男女、
高校生以上男女）
団体戦の部（小・中学生）

9月25日（月）
関根
☎090-4677-7837

378-3854

バスケットボール

10月1日（日）
〜11月12日（日）

（一般・マスターズ）　
11月3日（金・祝）、4日（土）、
11日（土）（小学生）

小学生の部（男子・女子）、
一般男子の部、
マスターズの部（40歳以上）

8月31日（木）
（9月10日（日）代表者会議） 德永☎090-2940-9100

ダンススポーツ 9月24日（日） スタンダード（3種目）
ラテン（3種目） 9月20日（水） 下田☎ 090-4838-5299

弓道 9月9日（土）（中高生）
9月17日（日）（一般）　 中高生の部、一般男女の部（四段以上、参段以下）当日（弓道場にて申込） 中山☎090-7718-2844

空手道 9月24日（日）

【形】小学生男女の部（低・高学年）、
中学生男女の部、高校生男女の部、
一般男女・シニアの部

【組手】小学生男女の部（低・高学年）、
中学生男子の部、高校生男子の部、
一般・シニア男子の部

【基本】小学生の部
（参加人数により競技種目の変更有り）

9月3日（日） 内田☎080-3174-3959

フロアボール 9月3日（日）
【ネオホッケー競技】
小学生低学年の部、小学生高学年の部、
一般混成（中学生以上）の部

8月27日（日）
（FAXまたはメール）

飯島
331-4567
takebec@paw.hi-ho.ne.jp

ミニテニス 9月17日（日） 個人戦
予選・リーグ戦　決勝・トーナメント戦 9月7日（木）（電話のみ） 田村 ☎090-7719-9198

柔道 9月9日（土）
幼児の部、小学生低学年の部、
小学生高学年の部、中学生の部、
一般の部（参加人数により競技種目の変更有り）

当日
（電話、HP、総合体育館柔道場
にて申込）

島津 ☎090-3007-2594
稲城市柔道連盟

https://www.inagijudo.net/

スポーツウエルネス
吹矢 10月4日（水）

個人戦    80歳以上8m可
男子の部（6・8・10m）
女子の部（6・8・10m）

8月1日（火）〜31日（木）
（メールのみ） 湯浅 tdrhf6545@gmail.com

ソフトテニス 若葉台公園テニスコート
9月3日（日）、10月22日（日）

（中学生・ジュニア）　
9月10日（日）、10月8日（日）

（一般・成年・シニア）

ジュニアの部、中学生の部（男子・女子）、
一般の部（男子・女子）、成年の部、シニアの部

8月20日（日）（ジュニア・中学生）
8月27日（日）

（一般・成年・シニア）

（中学生・ジュニア） 
花園☎/FAX）378-3166

（一般他）
菅原☎/FAX） 379-2023

テニス 北緑地公園テニスコート 9月3日（日）
〜12月3日（日）のうち日曜日

小学生シングルスの部、
中学生シングルスの部（男子・女子）、
シングルスの部（男子・女子）、
ダブルスの部（男子・女子）、混合ダブルスの部、
壮年ダブルスの部（45歳・60歳・70歳）

8月5日（土）（午後4時〜5時半）
（総合体育館ミーティングルーム
1にて受付）
※身分証明書持参

堂前☎090-2529-2511
（受付時間:午前9時〜午後6時）
稲城市テニス連盟事務局

http://inagi-tennis.org

クレー射撃 山梨県大月国際射撃場 10月8日（日） トラップ競技、スキート競技 10月2日（月）
（一財）稲城市体育協会
☎350-3960

350-3961
スキー 菅平高原スキー場 令和6年1月7日（日） 詳細は、ひろば（11月15日号）に掲載予定 山本☎090-9333-1230

ゴルフ 東京よみうり
カントリークラブ 10月2日（月）、6日（金） 詳細は、ひろば（7月15日号）7ページに掲載

中村
☎090-4390-8390

（ショートメール可）
レクリエーション

（グラウンドゴルフ）
稲城長峰ヴェルディ
フィールド 11月3日（金・祝） 詳細は、ひろば（9月15日号）に掲載予定 産業文化スポーツ部スポーツ推進課

☎378-2111/内線642・643

毎年熱戦が繰り広げられています。皆さんぜひご参加ください。
▷�大会参加資格　市内在住・在勤・在学または（一財）稲城市体育協会加
盟団体登録者
▷�大会参加費　小・中学生を対象とする競技については、原則無料です。
高校生以上を対象とする競技については、競技ごとに異なりますので、
申込みの際にご確認ください。
▷�大会申込方法　当大会・競技実施要項は、稲城市のホームページより

ご覧いただけます。必ずご確認のうえお申込みをお願いします。また、
競技参加人数等により競技種目の中止・内容変更等がある可能性があ
ります。大会の詳細は各競技団体へお問い合わせください。

▷�主催　稲城市・一般財団法人稲城市体育協会
▷�問い合わせ　一般財団法人稲城市体育協会
　TEL:350-3960（火曜～金曜　午前10時～午後３時）
　 ：https://inagi-sports.com/
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なるべく公共交通機関
をご利用ください。

　

昨
年「
恐
竜
の
お
は
な
し
」で
大
変

好
評
だ
っ
た
伊
藤
博
士
の
お
は
な
し

を
第
三
・
第
四
公
民
館
で
シ
リ
ー
ズ

化
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
共
通
事
項
】

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
講
師　

伊
藤　

恵
夫
氏（
米
国
ブ

ラ
ッ
ク
ヒ
ル
ズ
地
質
学
研
究
所
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
米
国
ボ
ー
ン
ク
ロ
ー
ン

ズ
株
式
会
社
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
美

術
博
士
、
美
術
解
剖
学
会
理
事
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み
物

　
「
ホ
ネ
を
み
れ
ば
動
物
の
生
活
や

　

伊
藤
博
士
の
恐
竜
の
お
は
な
し
を

聞
き
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

お
ひ
と
り
で
も
親
子
で
も
、
大
人
も

子
ど
も
も
、
祖
父
母
と
お
孫
さ
ん
も

ご
一
緒
に
。

▽
期
日　

８
月
５
日
㈯

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
以
上
の
方

▽
定
員　

35
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

７
月
24
日
㈪
午
前
10

時
か
ら
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

（
来
館
優
先
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
三
公
民
館

さ
あ
、
夏
休
み
だ
！

「
子
ど
も
100
ポ
イ
ン
ト

�

ラ
リ
ー
」に

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！　

学
校
プ
ー
ル
を

�

一
般
開
放
し
ま
す

　

学
校
プ
ー
ル
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

開
放
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
開
放
校
や
日
程
等
に

つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
入
場
料　

無
料

▽
利
用
上
の
注
意

①
体
調
の
悪
い
方
や
係
員
が
管
理

上
、
支
障
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

②
未
就
学
児
は
、
保
護
者
同
伴
。
た

だ
し
オ
ム
ツ
が
取
れ
て
い
な
い
乳
幼

児
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

③
水
泳
帽
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

④
鍵
の
あ
る
ロ
ッ
カ
ー
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
貴
重
品
等
の
管
理
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

⑤
プ
ー
ル
開
放
用
の
駐
車
場
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

⑥
そ
の
他
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

※
各
学
校
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内　
▼
会
場　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　
▼
問
合
せ　
稲
城
市
芸
術
文
化
団
体
連
合
会　
☎
070（
５
５
５
５
）０
８
８
９

▼
期
日
・
出
展
者　
展
示
中
～
７
月
28
日（
金
）平
野
ア
サ
子（
絵
画
）　
７
月
31
日（
月
）～
９
月
１
日（
金
）北
村
史
枝（
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
）

■
教
育
委
員
会

第
６
回
定
例
会
＝
６
月
13
日

１
．
教
育
行
政
報
告　

２
．
議

案（
可
決
）稲
城
市
立
学
校
給
食

共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
委
員

（
令
和
５
年
度
及
び
令
和
６
年

度
）の
委
嘱
に
つ
い
て
、
稲
城

市
立
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

委
員（
令
和
５
年
度
）の
解
任
及

び
任
命
に
つ
い
て

第
８
回
定
例
会
＝
８
月
７
日

【
問
合
せ
】教
育
総
務
課

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議

第
３
回
定
例
会
＝
６
月
13
日

　

第
28
期
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ

い
て

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
課

会場
（運営） 開放日 開放時間

学校
プール
開放

稲城第二小学校
（坂浜地区体育振興会) ７月29日（土）、30日（日）

〔午前の部〕
午前10時～正午
〔午後の部〕
午後1時半～3時半

長峰小学校
（長峰地区体育振興会)

７月22日（土）、23日（日）、
29日（土）、30日（日）

若葉台小学校
（若葉台地区体育振興会) ７月22日（土）、23日（日）

地域市民
プール

平尾小学校
（稲城市）

７月22日（土）
～８月８日（火）

〔午前の部〕
午前9時半～正午
〔午後の部〕
午後1時～4時

　

子
ど
も
100
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
は
、

地
域
行
事
や
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
す
る

こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
す
る
事
業

で
す
。
100
ポ
イ
ン
ト
獲
得
す
る
ご
と

に
、「
子
ど
も
博
士
の
認
定
状
」を
授

与
し
ま
す
。
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、

夏
休
み
は
た
く
さ
ん
の
ポ
イ
ン
ト
を

獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
子
ど
も

博
士
を
目
指
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
児
童
館

第
１
弾

「
恐
竜
の
お
は
な
し
Ⅱ
」

第
２
弾

「
動
物
の
ホ
ネ
か
ら
わ
か
る
こ
と
」

社
会
の

�

「
形
成
者
」と
し
て

　

先
般
５
月
、
先
進
７
か
国
の
リ
ー

ダ
ー
が
集
結
し
た「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ

ッ
ト
」。
特
に
世
界
の
人
が
注
目
し

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
氏
の
対
面
参
加
を
報
道
す
る
テ

レ
ビ
画
面
に
、
私
も
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
す
る
と
そ
こ
に
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
る
、
広
島
在
住
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
出
身
女
性
が
映
さ
れ
、
こ
う

訴
え
ま
し
た
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
日
本

の
よ
う
に
平
和
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。」そ
の
瞬
間
、
私
の
脳
裏
に
は
、

10
年
前
の
、
中
学
生
と
と
も
に
経
験

し
た
あ
る
出
来
事
が
蘇
っ
て
き
ま
し

た
。

　
「
日
本
は『
奇
跡
の
国
』で
す
。」～

平
成
25(

２
０
１
３)

年
7
月
、
戦

場
カ
メ
ラ
マ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
あ
る
渡
部
陽
一
さ
ん
か
ら
、
直
接

い
た
だ
い
た
お
言
葉
で
す
。そ
の
日
、

当
時
私
が
校
長
を
務
め
て
い
た
稲
城

市
立
中
学
校
で
は
、
体
育
館
に
渡
部

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
全
校
生
徒
に

加
え
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
、

地
域
の
方
々
で
会
場
は
満
員
と
な

り
、
私
た
ち
は
皆
、
渡
部
さ
ん
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
優
し
い
語
り
口
か
ら

知
ら
さ
れ
る
重
く
深
刻
な
世
界
の
現

実
に
、
地
球
に
生
き
る
人
間
と
し
て

大
切
な
こ
と
と
は
何
だ
ろ
う
と
の
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

講
演
の
終
盤
、
あ
る
生
徒
が
渡
部
さ

ん
に
質
問
し
ま
し
た
。「
多
く
の
国

を
見
て
い
て
、
日
本
を
ど
う
思
い
ま

す
か
。」そ
の
質
問
へ
の
渡
部
さ
ん
の

お
答
え
が
、「
日
本
は『
奇
跡
の
国
』

で
す
。
こ
ん
な
に
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
国
は『
奇
跡
』な
ん
で
す
。」

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
数
日
後
に
発

行
し
た「
学
校
だ
よ
り
」に
、
私
は
こ

の
講
演
会
の
感
想
を
述
べ
、「
渡
部

さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た
直
接
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
繋
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。」と
結
び
ま
し

た
。
そ
し
て
10
年
の
時
を
経
て
、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
も
日
本
の
よ
う
に
平
和
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
の
涙
な
が
ら
の

訴
え
が
耳
に
飛
び
込
み
、
あ
の
時
の

中
学
生
た
ち
は
、
あ
の
日
の
渡
部
さ

ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
振
り
返
り
、
さ
ら
に
成
人

と
な
っ
た
今
、
変
わ
ら
ぬ
世
界
情
勢

を
見
て
日
本
人
と
し
て
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
思
っ

た
の
で
す
。

　

当
該
の
中
学
校
は
、
以
前
か
ら
、

年
間
を
通
し
、
世
界
の
開
発
途
上
国

の
実
態
に
つ
い
て
施
設
見
学
や
調
べ

学
習
に
よ
り
学
ん
だ
り
、
環
境
問
題

や
人
権
課
題
に
つ
い
て
考
察
を
深
め

た
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活

動
は
、
稲
城
市
が
推
進
す
る「
Ｅ
Ｓ

Ｄ（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
）」の
一
環
と
し
て
の
取
り
組
み
で

す
。
こ
の
よ
う
に
稲
城
市
で
は
、
全

て
の
市
立
小
中
学
校
が
、
地
域
の

方
々
や
外
部
専
門
家
に
ご
指
導
ご
支

援
い
た
だ
き
な
が
ら「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
５
年

に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
て「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」が
採
択

さ
れ
て
か
ら
は
、「『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

を
目
指
す
』と
い
う
視
点
を
踏
ま
え

た『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
』実
施
」と
い
う
考
え
方

で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
経
緯
か
ら
も
、
私
は
、
日
頃
か

ら「
稲
城
市
で『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
』に
取
り
組

ん
だ
小
中
学
生
が
、
そ
の
後『
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
』達
成
に
貢
献
・
寄
与
す
る
大

人
と
し
て
、
世
界
や
社
会
に
参
画
し

て
ほ
し
い
。」と
考
え
て
お
り
、
先
述

の
よ
う
な
思
い
を
得
た
の
で
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
数
年

前
、
大
学
院
に
入
学
し
、
２
年
間
の

研
究
を
経
て
修
士
課
程
を
修
了
し
ま

し
た
。
そ
し
て
最
近
、
当
時
の
学
友

た
ち
と
と
も
に
神
戸
に
集
い
、
久
し

振
り
に
恩
師
で
あ
る
、
兵
庫
教
育
大

学
大
学
院
特
任
教
授　

日ひ

渡わ
た
し　

円ま
ど
か

先

生
の
ご
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
多
岐

に
わ
た
る
深
い
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
充
実
し
た
学
び
の
時
間
の
中
で
、

特
に
、「
私
達
が
学
校
で
子
ど
も
達

に
教
え
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
く
分

け
る
と
知
識
と
価
値
観
、
こ
の
二
つ

で
あ
る
。」と
の
先
生
の
ご
指
摘
が
、

心
に
残
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
世

界
の
様
々
な
状
況
や
課
題
を
知
る
」

こ
と
が「
知
識
の
習
得
」で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て「
社
会
や
世

界
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。」「
自
分
自

身
は
何
を
す
る
べ
き
か
。」に
つ
い
て

の
考
え
の
土
台
を
成
す
も
の
が「
価

値
観
」と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
加
え

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」と
の
共
通
理
念
の
も
と

設
定
さ
れ
て
い
る
、「
貧
困
を
な
く

そ
う
」「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」と
い
っ
た

17
の「
目
標
」や
、
１
６
９
の「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
」こ
そ
は
、
子
ど
も
達
の「
価

値
観
」を
育
て
て
い
く
上
で
の
好
適

な
学
習
材
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
し
て
、そ
の「
価
値
観
」

の
育
成
に
は
、
学
校
の
み
な
ら
ず
子

ど
も
に
関
わ
る
全
て
の
大
人
同
士
が

共
通
し
た
認
識
を
も
ち
、
連
携
・
協

働
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
な
の
だ
と
考

え
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
子
ど
も

達
が
地
域
社
会
や
ご
家
庭
で
過
ご
す

時
間
の
中
で
、
大
人
の
方
々
と
一
緒

に
世
界
や
社
会
の
在
り
方
を
探
究

し
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
す
べ
き
こ

と
を
考
察
し
、
実
践
に
繋
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
基
本
法
第
一
条
に

は
、「
教
育
の
目
的
」に
つ
い
て
、「
人

格
の
完
成
を
目
指
し
、
平
和
で
民
主

的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し

て
必
要
な
資
質
を
備
え
た
心
身
と
も

に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
あ
り

ま
す
。
私
は
こ
の
条
文
の
中
の
、「
形

成
者
と
し
て
」に
常
に
留
意
し
て
い

ま
す
。
教
育
の
使
命
は
、社
会
の「
形

成
者
」の
育
成
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

今
な
お
続
く
戦
闘
や
貧
困
、
環
境
問

題
や
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
る
経
済
不

安
、
甚
大
な
災
害
発
生
な
ど
、
様
々

な
厳
し
い
状
況
を
思
い
、
私
た
ち
大

人
に
と
っ
て
も「
平
和
な
社
会
の
形

成
者
」と
な
る
べ
く
学
び
続
け
る
こ

と
の
必
要
性
を
、
改
め
て
深
く
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

追
記
：
本
原
稿
執
筆
は
令
和
５
年
６

月
９
日
で
す
が
、
日
渡
円
先
生
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
昨
日
６
月
８
日
逝

去
さ
れ
た
と
の
報
を
受
け
ま
し
た
。

稲
城
市
教
育
委
員
会
教
育
長

�

杉
本　

真
紀
子

教
育
長
コ
ラ
ム
No.2

生
態
が
わ
か
る
」目
か
ら
ウ
ロ
コ
の

お
話
を
親
子
で
聞
き
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

８
月
19
日
㈯

▽
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
優

先（
中
学
生
以
上
は
席
に
余
裕
が
あ

る
場
合
の
み
）

▽
定
員　

10
組（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

７
月
22
日
㈯
午
前
10

時
か
ら
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

（
来
館
優
先
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
四
公
民
館

公
民
館
主
催
事
業

伊
藤
博
士
シ
リ
ー
ズ
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　稲城市の「生涯学習を推進する中心的システム」として開設した「いなぎICカレッジ」は、今年で20周年を迎えます。これまで専門的
な知識やスキルを身につけるだけでなく、人々が交流し、意見交換し、相互に学びあう機会を提供してきました。いなぎICカレッジは、
これからも、より豊かな学びの環境の提供に努めてまいります。

※プロフェッサー講座は6回、一般教養講座は6 ヶ月を１期とし日程の2/3以上の出席で１単位と修了証を授与いたします。また12
単位修得で、いなぎICカレッジ「生涯学習市民修士」、30単位修得で、いなぎICカレッジ「生涯学習市民博士」の学位記を、いなぎICカ
レッジ学長より授与いたします。
▷受講料　「一般教養講座」　6回4,500円　12回9,000円　24回18,000円（1年講座は6か月ごとの納入）
　　　　　「プロフェッサー講座」　3回3,000円　6回6,000円
　　　　　（全講座中学生以下は半額）
▷申込期限　８月16日（水）必着　※応募者多数の場合は抽選
▷申込方法　官製ハガキまたはホームページよりお申込みください。（1通で複数講座の申込みができます。）
▷申込・問合せ　いなぎICカレッジ事務局
　　　　　　　　（火〜金曜日、午前10時〜午後4時）☎（370）2822　 http://www.inagiic.net/
※詳しくは、各公共施設等に配架している「受講生募集案内」または「ICカレッジホームページ」をご覧ください。

20周年記念事業 企画講座＆ 
「プロフェッサー講座」紹介イベント

第1部　20周年記念事業 企画講座	 
「宇宙の不思議」
▷講師　尾崎　洋二氏（東京大学名誉教授）
▷内容　宇宙科学が目指す研究の究極の目標は、

（1）我々の住むこの宇宙はどのようになっているか、
（2）我々はどこから来てどこへ行くのか、という 
２大テーマについて明らかにすることです。この百年間の科学の進
歩により、宇宙の誕生から現在に至る「宇宙の進化」についての解明
が驚くほど進みました。そこで明らかになったのは壮大な叙事詩と
言ってよいものです。今回の講演では、現代科学が明らかにした「宇
宙の姿」についてお話し、我々は宇宙と深く繋がっているというこ
とをお話したいと思います。

第2部「プロフェッサー講座」紹介イベント
▷内容　誰もが地域で身近に「学ぶことは楽しいこと」を実践できる

「プロフェッサー講座」第33期が10月から始まります。
　このイベントでは、ご登壇いただく先生方にお越しいただき対面
で講座のPRを行います。（ご欠席の先生は、講座内容を各５分程度
にまとめてご紹介した動画を上映します）　新しい分野を受講する
きっかけにもなりますので、ぜひ会場へお越しください。

▷期日　7月30日（日）
▷時間　第1部　午後1時～2時半（午後0時半 開場）
　　　　第2部　午後2時半～3時半
▷会場　中央文化センター
▷参加費　無料
▷定員　300人（先着順、申込不要）
▷問合せ　いなぎＩＣカレッジ事務局
　（火～金曜日、午前10時～午後4時）
　☎（370）2822　FAX（378）3233

No テーマ
講師名 内容等 開催月 曜日・時間 会　場

1
南極と北極の自然と観測の歴史

渡辺　興亜
（国立極地研究所名誉教授）

南北両極域の地理、気候、海洋、雪
氷圏現象について、またその観測史
および現在の研究課題について、多
くの画像資料を用いて解説します。

10月～3月
（6回）

原則第2（土）
午前10時〜

ｉプラザ
(定員25人)

2
知の冒険としての仏教

荒木　重雄
（元桜美林大学教授）

仏教は安らかな冥途への旅立ちや癒
しを与えるだけのものではなく、世
界と人のありかたを探求する知的冒
険です。その視点から仏教を学びま
しょう。

10月～3月
（6回）

原則第2（土）
午後1時半〜

ｉプラザ
(定員25人)

3
風水思想と東アジア

渡邊　欣雄
（東京都立大学名誉教授）

東アジア共通の環境アセスメントに
ついて解説します。都市や村落、墓
や住宅の建設前に周囲の環境を判断
し、それらを造ろうとした思想です。

10月～3月
（6回）

原則第3（日）
午前10時〜

地域振興
プラザ

(定員42人)

4
我が国の薬用植物の現在

三宅　克典
（東京薬科大学准教授）

国内で用いられる薬用植物や、それ
らの低い生薬の自給率と国内栽培に
ついて解説します。また、講座に関
連する植物を東京薬科大学薬用植物
園（第1回, 第2回※）で観察します。
※10/7(日)午前・京王堀之内駅集合

10月～3月
（6回）

原則第3（日）
午後1時半〜

東京薬科大学
薬用植物園・

地域振興
プラザ

(定員42人)

5
観光産業の歴史と課題

星　幸男
（玉川大学観光学部教授）

観光産業を代表する鉄道、航空、宿
泊、旅行の各事業について、その歩
みを振り返り、観光の可能性と観光
立国の課題について考えます。

10月～2月
（3回）

原則第4（土）
午前10時〜

地域振興
プラザ

(定員42人)

6
天文学と日本の古代史

　谷川　清隆
（元国立天文台助教授）

古文献に天文現象が記録されている
ことがあります。 その記録が何を意
味するのか、その記録から何がわか
るのか、について考察します。

10月～12月
（3回）

原則第4（土）
午後1時半〜

地域振興
プラザ

(定員42人)

7
宇宙にある

ブラックホールの探索
井上　一

（JAXA宇宙科学研究所名誉教授）

ブラックホールとは何かを概説し、
宇宙にあるブラックホールがどのよ
うにして見出され、観測されている
かを紹介します。

1月～3月
（３回）

地域振興
プラザ

(定員42人)

No 講座名 講師名 回数 会場 曜日･時間 定員 対象 講座内容

1 ゼロから英会話 井原俊郎 12 ふれんど 第1･3(金)午前10時～ 10 成人 全くのゼロからはじめていきます。簡単な言いまわしから始まり、過去
形や未来形を学び、日頃の会話へと移っていきます。

2 きものゝ着つけ 　1年講座 福島慧實 24 城体 第1･3(月)午前10時～ 10 成人 初歩からの講座です。きものの知識、補整無しで体型に合った着付、動
作の注意点、保管法まで生活の中へきものを生かし楽しみましょう。

3 着付けの基本　 岩﨑三恵子 6 iプラザ 第1(月)午後3時20分～ 10 成人 日本の大切な伝統衣装のお着物を美しく、そして楽しく、着方のコツを
覚えて楽に着くずれしない着方を学びましょう。

4 お花でリフレッシュ（草月流） 桂田螢佳 6 中央 第2(火)午前10時～ 14 成人 草月流生け花の基本から応用、アレンジ花までやさしく学べます。個性
を大切にし自由な創造で「私の花」が生けられます。 

5 ハッピー健康講座 石坂淑子 12 中央他 第1(土)・第3(日)
午後1時40分～ 20 成人 無理なく、楽しく体を動かして健康な体を手に入れましょう。体にやさ

しい運動です。何歳からでもOKです。※8月19日（土）見学できます。

6 ソロで歌って POPS講座 林仁美 12 ふれんど 第1･3(火)午前10時～ 10 成人 一人でも楽しく自由に歌えるように「Sing」ピアノ伴奏でその人の声の高
さに合ったキー(音の高さ)を調整します。

7 かんたんパーカッション 磯田日向子 6 コルグ 第2(日)午前10時～ 10 高校生～ カホンやパーカッションを使って、各国のリズムを叩いて世界旅行気分
を味わいませんか。楽器経験がない方でも楽しく演奏できます。

8 かんたんキーボード 富永有里乃 12 コルグ 第2･4(日)午前10時～ 10 高校生～ 指一本からでも素敵な音楽を奏でられるキーボード教室です。自動伴奏
付きのキーボードを使って楽しく演奏しましょう。未経験者歓迎

9 ときめくメルヘンの刺しゅう 渡辺俊子 12 城体 第1･3（月）午前10時～ 12 成人 季節のお花や物語のワンシーンをリボンやビーズなどを使いながらポイ
ント刺しゅうします。仕上げは洋服やバック、額装などお好きな物に。

10 絵手紙入門 黒田みゆき 6 二文 第4(月)午前10時～ 12 成人 絵手紙を基本から学びます。葉書に季節の花や小物を描き、優しい言葉
を添えて交信を楽しみます。

11 絵本・紙芝居の魅力に迫る 廣瀬惠子 6 二文 第2(土)午前10時～ 12 成人 大人に気づきを与えてくれる絵本の魅力に触れながら、絵本の読み聞か
せ・紙芝居の実演を実践形式で楽しく学びます。

◎中央＝中央文化センター、二文＝第二文化センター、ふれんど＝ふれんど平尾、城体＝城山体験学習館、iプラザ＝稲城市立iプラザ、コルグ＝㈱コルグ（京王よみうりランド駅前スタジオ）

★一般教養講座の市民講師を募集しています。市民のための一般教養講座です。伝統文化、趣味・教養、音楽、健康などを学ぶきっかけづくりの場の提供を目的とし、6か月または12か月講座を担っ
てくださる講師を募集いたします。ご興味のある方は、ぜひお問合せください。

◆講座時間は、1回90分です。
◆７月30日「プロフェッサー講座」紹介イベントでは、その場で講座申込ができますので、ぜひご来場ください。

◆講座時間は、1回90分から120分です。
◆教材費がかかる講座があります。

いなぎICカレッジ
1 0月開講〜受講生募集〜

①希望講座名
②受講生番号
（お持ちの方）
③氏名（フリガナ）
④住所
⑤電話番号
⑥年齢
⑦性別
⑧受講動機
⑨講座をどこで
　お知りになったか
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ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
健
康
・
体
力
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

も
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希

望
教
室
・
参
加
状
況（
①
以
前
に
参

加
あ
り 

②
初
参
加
）を
記
入
し
、
総

合
体
育
館
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。
教

室
ご
と
に
1
人
に
つ
き
一
枚
必
要
で

す
。
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。

▽
申
込
期
日　

7
月
25
日
㈫
必
着

▽
主
催　
（
公
財
）い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン

ウ
ェ
ル
ネ
ス
財
団

▽
申
込
・
問
合
せ　

総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
教
室

�

参
加
者
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す

▽
会
場　

稲
城
長
峰
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
フ

ィ
ー
ル
ド

▽
内
容　

左
表
の
と
お
り　

▽
持
ち
物　

参
加
決
定
通
知
ま
た
は

稲城長峰ヴェルディフィールド

教室名 日付 締切 対象 時間 定員 参加費

①

一般開放
個人参加
フットサル
(フットサル場）

８月５日（土）
８月19日（土）

事前メール
受付前日締切 満16歳以上 午後5時

～7時 30人 1回
500円

② グラウンド
ゴルフ体験会 ７月21日（金） 事前メール

受付当日受付 どなたでも 午前9時
～11時 50人 1回

300円

③
フットサル大会
稲城長峰杯
～ナイトサマー～

７月29日（土）
事前メール

受付申込締切
７月21日

満16歳以上で
5名以上8名

以下で構成さ
れたチーム

午後5時
～9時

5
チーム

1チーム
8,000円

④

マルチスポーツ
体験会

（野球・バレーボー
ル・セパタクロー）

８月26日（土）
事前メール

受付申込締切
８月18日

年中〜年長
小学生

午後1時
～2時半 50人 1回

500円

⑤

かけっこ教室 ９月２日（土）
事前メール

受付申込締切
８月25日

小学1・2
年生クラス　　　　　

午後1時
～1時45分 30人 1回

500円

⑥ 小学3～6
年生クラス　　　　　

午後2時
～2時45分 30人 1回

500円

⑦ リズム＆コア
９月５日（火）
９月12日（火）
９月19日（火）

事前メール
受付前日締切 どなたでも 午前11時

～正午 30人 1回
500円

※教室は申込制となります。申込フォームまたは直接管理棟受付にお申込みください。
（グラウンドゴルフ体験会のみFAX可）
※雨天及びキャンセルが相次いだ場合、開催が中止となることがあります。
※申込フォームは稲城長峰ヴェルディフィールドHP「教室・イベント」ページにあり
ます。(HPの教室情報は毎月15日に更新予定)

スポーツ教室
教室名

（会場名） 日程（回数） 時間 定員 対象 受講料

フリー
バウンド
ボール教室

（総合体育館）

月曜日（全10回）
8月7・21日、9月4日
10月2・16・30日
11月6・20日
12月4・18日

午後4時
～6時 30人

市内在住・
在勤で40歳
以上の方

5,000円
傷害

保険料
含む

水泳教室
（大丸第2公園
プール）

8月7・8・9・10日
（全4回）
月・火・水・木曜日

（予備日8月14日月曜日）

午後4時
～5時 20人

市内在住・
在学の小学
1・2年生

4,000円
傷害

保険料
含む

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
方
法 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
窓
口
で
直
接
申

し
込
み
※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

▽
主
催　

東
京
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
グ
ル
ー
プ

▽
申
込
・
問
合
せ　

稲

城
長
峰
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
フ
ィ
ー
ル
ド

〒
206
・
０
８
２
１
稲
城
市
長
峰
1
の

1　

☎（
331
）７
１
５
１

【共通事項】
▶申込期間 毎月16日の正午から各開催日の3日前まで。体験は希望日を明記してください。（先着順）
▶�申込・問合せ先　ホームページ(https://www.inagi-iclub.org/)からお申込みください。申込ができ

ない場合は電話でご相談ください。
info@inagi-iclub.org　☎331-8866（火〜金　正午〜午後4時）

事業名・内容 曜日 時間 対象 定員 費用 会場 講師 持ち物

キッズテニス教室
（柔らかいスポンジボールを
使う初心者でも簡単で楽し
めるテニスです）

8月3日(木)，4日(金)
参加日明記

（１日だけでも可)
午前10時
～11時45分 小学1 ～4年生 40人

各回
会員1回550円
一般1回850円

総合体育館 フラコテニススクール
講師

運動のできる服装、
室内靴、タオル、飲み物

グラウンドゴルフ体験 毎週月、木曜日
※雨天中止

午前9時半
～11時半 満20歳以上の方 若干名

会員1回150円
一般1回250円

※初回体験150円
南多摩

スポーツ広場 iクラブ担当
運動できる服装、
タオル、飲み物、
クラブ（お持ちの方）

追加募集
チア教室年中クラス
基礎トレーニングで、柔軟
性・持久力を高め、運動能
力の向上を目指します。

毎週木曜日 午後3時40分
～4時半

年中児
（令和5年4月1日
現在、4歳の子）

若干名 会員1回850円
※初回体験550円 総合体育館 新木 るり氏

（幼児体育指導者）
運動できる服装、
上履き、タオル、
飲み物

8月ボルダリング
スクール、教室、個人開放、
体験会

iクラブホームページ（上記)のボルダリングページで内容をご確認ください。申込
みは「ボルダリング参加申込み」からお願いします。
ただし、個人開放は当日iクラブ事務所（総合体育館２階）にて受付となります。

総合体育館
一般社団法人

JAPAN OUTDOOR 
LIFE(JOL) 指導員

運動できる服装、上履き、
飲み物

公演チケットはインターネット・電話・来館で予約・購入、講座はＥメール・往復はがき・来館で申込ができます。
※その他詳細については、ｉプラザ  （https://iplaza.inagi.tokyo.jp/）及び市内公共施設に置いてある「ｉプラザ
インフォメーション」等をご参照ください。▷問合せ　稲城市立ｉプラザ　☎042－331－1720

ｉプラザ公式 Facebook もぜひご覧ください。　https://www.facebook.com/inagi.iplaza

ホール事業
公演名 日時 料金等 内容等

マイ・フェイバリット・ソングス
～旅する映画音楽～

9月2日（土）
午後2時開演

（１時半開場）
チケット発売中

全席指定
一般　3,000円
※未就学児入場
不可

【出演】牧山 純子（ヴァイオリン）、西村 由紀江（ピアノ）、溝口 肇（チェロ）　【予定曲目】ニューシネマ・パラダイス、シェルブー
ルの雨傘、She（ノッティングヒルの恋人）、世界の車窓から　他
魅力的な出演者による、世界を舞台にした映画音楽がテーマのプレミアムコンサート。心に残る珠玉の名曲をたっぷりとお楽し
みください。

ｉプラザ ブランチコンサート
「村松 稔之＆圓谷 俊貴　
～カウンターテナーとチェン
バロの響き～」

9月13日（水）
午前11時開演

（10時半開場）
チケット発売中

全席指定
一般　1,000円
※未就学児入場
不可

【出演】村松 稔之（カウンターテナー）、圓谷 俊貴（チェンバロ）　【予定曲目】AIYANの歌（山田耕筰作曲、北原白秋作詞）、私を泣
かせてください（G.P.ヘンデル）、平均律クラーヴィア曲集第２巻より第14番　前奏曲とフーガ（J.S.バッハ/チェンバロ独奏）他
平日水曜の午前、約1時間で贅沢な響きを気軽に楽しめるコンサートです。ぜひお出かけください。

［カウンターテナーとは・・・男性が裏声等を用いて女性と同じ音域の歌唱表現をすること］

生涯学習・コミュニティ事業
講座名・受講料 日時 対象・定員 申込期限

女性のための講座「わたしを見つめ、わたしを癒す～ヒーリングのある暮らし～」
自律神経とストレス、五感と環境について学びながら“ゆるんで、ほぐれて、楽になる”ヒーリングワークを実践します。
会場：大会議室　講師：中原 三都氏（mitos主宰）　受講料：無料

9月3日（日）
午前10時～正午

15歳以上の
女性30人

8月3日（木）
必着

生活文化講座「ベランダで花を育てよう〜秋植え球根〜」
家庭園芸のベテラン講師が解説します。
会場：大会議室　講師：髙橋 孝文氏（園芸研究家／元サカタのタネ・ガーデンセンター園芸アドバイザー）　受講料：無料

9月10日（日）　
午前10時～11時半 一般30人 8月11日（金）

必着

iプラザイベント「クラシック音楽鑑賞講座」全2回　名曲を聴きながら、クラシック音楽の楽しみ方をベテラン音楽評論家の講師が分かり
やすく解説します。
会場：スタジオ　講師：渡邊 學而氏（音楽評論家・公益財団法人 音楽鑑賞振興財団常務理事）　受講料：500円

①9月21日（木）
②9月28日（木）　
各日午後1時半～3時

一般20人 8月21日（月）
必着

ｉプラザ開館14周年記念　カルチャーフェスタ　11月19日（日）開催決定　
フェスタ内ホールイベント「わくわくステージリレー」出演者募集期間　8月1日（火）～8月31日（木）まで　締切日必着
参加費：無料　詳細はホームページをご確認ください。皆様からのご応募お待ちしております。
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①
７
月
29
日
㈯
午
前
９
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９
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駅
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新
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き
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ス
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平
尾
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分
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概
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母
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８
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。
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造
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て
、
寄
棟
造
り
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。
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の
格
式
を
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す
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造
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用
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関
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。

○
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明
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）
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造
。
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造
り
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建
て
。
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り
ま
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で
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で
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場
は
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だ
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。

▽
問
合
せ　

稲
城
市
郷
土
資
料
室

平尾 平尾 

ひらお苑 
 

ひらお苑 
 

平尾谷戸通り 

平尾住宅 

平尾 
近隣公園 

ひらお苑 
入口 

ひらお苑 
入口 

古民家 

幼稚園 幼稚園 

古民家の一般公開
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　　 知ってほしい! 学校給食の良さ!!
稲城市立学校給食共同調理場

調理のこだわり

栄養面のこだわり

食材のこだわり

献立のこだわり

　学校給食共同調理場では、児童生徒のみなさんの笑顔を思い浮かべながら、
さまざまな「こだわり」を持って給食を作っています。

　そんな学校給食の裏側をご紹介します。

◦手作りを基本として、自然の味を大切に
◦和風のおかずや汁ものは、削り節でだしをとり、
　洋風、中華料理等のスープは、鶏がらからとっています。
◦カレーやシチューは、ルウから手作り
◦ドレッシングも手作り

　文部科学省が策定した「学校給食摂取基準」に基づき、
エネルギー・たんぱく質・脂質は1日の摂取基準量の1/3
を、比較的摂りにく
いカルシウム・ビタ
ミン類は1/2程度を
取れるよう心がけて
います。

　調理器具、白衣や靴、エプロンを
使い分けるなど、衛生管理には細心
の注意を払っています。

　調理で出た生ごみや給食の食べ残
しは堆肥として100％リサイクル。堆
肥は市内の公園等で使用。

　市ホームページやSNSで情報を発信してい
ます。ぜひご覧ください！

◦特別なものを除き、国産の食材を使用
◦加工品は、無添加のものを極力選定
◦地産地消の推進

　日本の食文化を伝えていくために、和食の献立や行事
食、郷土料理を取り入れています。
　また、世界の料
理等を取り入れ、
バラエティに富ん
だ献立作りを心が
けています。

だしをとる様子 ウインナーは無塩せき、コーンは国産、稲城市産の野菜や果物も使っています。ルウをつくる様子

学校給食課長が
お伝えする

エア
シャワー

給食の
食べ残し

堆肥とし
て利用

粘着
ローラー

衛生管理 食べ残しはリサイクル
ほかにも… もっと知りたい方は

▷問合せ　学校給食課

▲稲城市
「学校給食」ページ

▲クックパッド
　 「稲城市学校給食の

キッチン」

▲インスタグラム
　稲城市の学校給食【公式】

人気メニューの
レシピを公開
しています

ホコリや
髪の毛な
どの除去

インスタグラム
始めました！
2023年5月
運用開始
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（講師）「認定特定非営利活動法人ReBit（リビット）教育事業部」より

稲城市人権教育研修会� 令和5年4月26日開催

▍主題／「多様な性ってなんだろう？」
▍副主題／「すべての子どもがすごしやすい学校とは」

　今回の研修会では、「認定特定非営利活動法人ReBit（リビット）教
育事業部」より講師をお招きし、東京都が示す人権課題より「性自認」
「性的指向」に関して、特別講演を行いました。
　性の多様性について、セクシュアリティ（性のありかた）は４つの
軸「心の性（性自認）」、「からだの性（生物学的性）」、「好きになる性（性
的指向）」、「表現する性（性表現）」で考えること、また、「レズビアン
（女性同性愛者）」、「ゲイ（男性同性愛者））、「バイセクシュアル（両性
愛者）」、「トランスジェンダー（生まれたときのからだの性をもとに
割り当てられた性と、こころの性が異なる人）」、に加えてそれに当
てはまらない様々なセクシュアリティがあることを共通認識しまし
た。さらには、困っていることは一人一人で異なるという実態を捉
えること、自身のセクシュアリティを自覚する時期が小学校から高
校生までの学齢期で多いことについての理解が非常に重要であるこ
とをご説明くださいました。成長発達段階において、無理解や偏見
がないよう、日々の教育活動を点検・見直すと同時に児童・生徒を
呼ぶ際に、「くん、さん」などの呼び方が、男女を区別することとし
て捉えた場合、無意識のうちに偏見と捉えられてしまうことがある
こともご指摘をいただきました。講演会のまとめとして、「何気ない
言葉や行動が偏見につながってしまうことについて、自覚できるか

が重要である。」とのお話をいただき、日頃の教育活動を振り返ると
ともに、たくさんの気付きを得ることができた研修会となりました。
　人権教育の推進にあたっては、教職員が児童・生徒の発達段階に
即して計画的・系統的、組織的に取り組むことが求められています。
今後も各小・中学校での自主的な校内研修等の実践により、教職員
相互で人権尊重の理念や人権に関する理解を深め合い、鋭敏な人権
感覚をもち、人権教育及び心の教育の充実を図っていきます。

「稲城市・大空町教育交流事業」 令和5年
2月6日開催

　姉妹都市の大空町
と稲城市は、小学校
5年生を対象に教育
交流を行っています。
　夏の時期、稲城市
立小学校に通う児童
のうち交流を希望す
る児童が、女満別小
学校の児童の家に
ホームステイをさせ
ていただき、大空町

の様々な観光名所を巡ったり大自然に触れる体験をしたりしていま
す。また、冬は女満別小学校の児童を稲城市に迎え、市内をはじめ
東京の様子を感じてもらいます。互いの生活や文化に触れることを
通して、それぞれのよさを発見することや、改めて自分たちが生活
する地域について、関心や理解を深めることを目的としています。
　令和4年度は新型コロナウイルス感染対策のため、姉妹都市交流

（人材交流事業　訪問・受入）は中止となりました。その代わりとして、
両市町の人々との交流を通じ、他地域の人々との触れ合いや積極的・
自主的に参加する態度を身に付け、コミュニケーション能力の伸長
を図る目的のもと、令和3年度と同様に、タブレット端末を活用し
た「オンライン交流事業」を行いました。
　令和3年度に実施した際、児童の感想から「もっと交流したい」、「私
も話がしたかった」等の意見が多く出たため、令和4年度は、市内12
校の小学校が女満別小学校の児童と交流できる時間を拡大すること
にしました。また、両市町において「農業」・「産業」・「観光」の分野

で学校が分担し合い、事前に地域の特徴や見どころなどを短編動画
として作成し、発表しました。事前に交流する内容について、疑問
に思ったことやもっと聞いてみたいことをお互いに伝え合い、タブ
レット端末上で「協働作業」に挑戦しました。
  オンライン交流当日は、両市町の校長先生から「会えなくても心と
心でつながることができること、夢に向かって努力している仲間と
してこのきっかけを大事にしよう」、「学級での調べ学習、成果物を
通じた交流から大空町の雰囲気を感じ取ってほしい」との挨拶をいた
だき、交流会が開催されました。
　稲城市の児童は、大空町立女満別小学校の校庭の雪の様子をライ
ブ配信してもらいとても盛り上がりました。女満別小学校の現地、
最低気温がマイナス7℃であること、一頭の牛が一日に約60キロの
餌を食べ、1日に30 ～35Lの牛乳が取れることを教えてもらいまし
た。どの説明にも驚きを隠せない様子でした。
　最後は、フリートーク
の時間もあり、当日の交
流を通じてさらに聞いて
みたいことを質問する児
童がたくさんいました。
　令和5年度は4年ぶり
に現地へ足を運び、実際
に交流することを予定し
ています。参加児童はぜ
ひ、大空町へ行き実際の
景色を見てほしいです。

令和4年8月23日（火）
大空町立女満別小学校の献立に
稲城の梨が出ました。

大空町

先生方の感想 

性は、選択肢のような形で成り立っているのではなく、グラ
デーションのような形で「その人らしい」性ができあがってくる
という考え方を知ることができました。

性について、子供からカミングアウトされたときに、
どのように対応すればよいかを考えるきっかけにな
りました。

▷問合せ　指導課

稲城市では、毎年市内小中学校の全教員を対象として、「稲城市人権教育研修会」を開催しています。
令和５年度は、「中央公民館ホールでの参集型」と「各小中学校でのオンライン型」で開催しました。
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す
。

▼
期
日　

７
月
22
日
㈯
、
８
月
５
日

㈯
、
26
日
㈯
▼
時
間　

午
前
10
時
～

正
午
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

３
か
月
児
～
就
学
前
の
親

子
▼
参
加
費　

体
験
は
無
料　

継
続

参
加
は
会
費
あ
り
▼
そ
の
他　

親
子

で
動
き
や
す
い
服
装　

飲
物
・
タ
オ

ル
・
オ
ム
ツ
等
持
参
▼
連
絡
先　

山や
ま

岸ぎ
し

☎
090（
８
１
１
７
）０
３
０
７

　

ア
ニ
メ
版「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」（
中

沢
啓
治
原
作
）の
上
映

▼
期
日　

８
月
13
日
㈰
▼
時
間　

①

午
前
10
時
～　

②
午
後
１
時
半
～
▼

会
場　

城
山
体
験
学
習
館
▼
対
象　

小
学
生
以
上
▼
定
員　

各
回
50
人

（
先
着
順
）▼
参
加
費　

五
〇
〇
円

（
資
料
代
）小
～
高
校
生
は
無
料
▼
そ

の
他　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
▼
連
絡
先　

大お
お

石い
し

☎

（
378
）１
５
０
７

　

ボ
イ
ト
レ
か
ら
表
現
ま
で
。
ス
ト

レ
ス
解
消
。
認
知
症
対
策
に
も
効
果

的
。

▼
期
日　

７
月
20
日
㈭
・
25
日
㈫
▼

時
間　

午
後
２
時
～
４
時
▼
会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ
他
▼
定
員　

各
８
人
▼
対

象　

70
歳
ま
で
の
女
性
、
初
心
者
▼

参
加
費　

一
、〇
〇
〇
円（
資
料
代
）

▼
そ
の
他　

２
回
の
参
加
も
可
。
動

き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
連
絡
先　

谷た
に

☎
090（
６
１
５
７
）

８
０
８
０

　

い
つ
も
遊
ん
で
い
る
公
園
の
水
を

簡
易
キ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　

７
月
23
日
㈰
▼
時
間　

午

前
９
時
～
10
時
▼
会
場　

大
丸
公
園

▼
対
象　

ど
な
た
で
も（
家
族
・
大

人
の
み
も
可
）▼
参
加
費　

無
料
▼

そ
の
他　

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
▼
連
絡
先　

生
活
者

の
会
☎（
401
）６
５
０
３

　

昨
年
決
定
の「
安
保
３
文
書
」は
私

た
ち
の
生
活
に
何
を
も
た
ら
す
の
か

▼
期
日　

７
月
22
日
㈯
▼
時
間　

午

後
１
時
半
～
４
時
▼
会
場　

中
央
文

化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

高
校
生
以
上

▼
講
師　

岡
村　

拓
究
氏（
弁
護
士
）

▼
参
加
費　

五
〇
〇
円（
資
料
代
）学

生
は
無
料
▼
連
絡
先　

大お
お

石い
し

☎（
378
）

１
５
０
７

　

水
遊
び
を
楽
し
ん
で
、
畑
の
野
菜

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
し
よ
う
。

▼
期
日　

７
月
28
日
㈮
▼
時
間　

午

前
10
時
～
11
時
半
▼
会
場　

コ
マ
ク

サ
幼
稚
園
▼
対
象　

０
・
１
・
２
歳
児

と
そ
の
保
護
者
▼
参
加
費　

無
料
▼

そ
の
他　

電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い

▼
連
絡
先　

コ
マ
ク
サ
幼
稚
園
☎（
379
）

９
５
９
１

　

稲
城
の
昔
の
暮
ら
し
。
野
良
着
・

屋
号
・
徳
利
・
漁
具
他
、
国
内
外
の
品

▼
期
日　

８
月
21
日
㈪
～
25
日
㈮
▼

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
初

日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）▼
会
場　

城
山
体
験

学
習
館
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
参

加
費　

無
料
▼
そ
の
他　

講
演
は
21

日
㈪
午
後
１
時
半
～
▼
連
絡
先　

稲い
な

田だ

☎
090（
４
９
６
９
）０
７
９
４

　

体
操
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
よ
み
き
か

せ
・
工
作
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
ま

　

子
ど
も
達
が
贈
る
感
動
の
本
格
的

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
期
日　

7
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
▼

時
間　

各
日
午
後
１
時
・
５
時
開
演

▼
会
場　

府
中
の
森
芸
術
劇
場
▼
料

金　

劇
場
チ
ケ
ッ
ト
二
、五
〇
〇
円

（
全
席
指
定
）、
収
録
配
信
チ
ケ
ッ
ト

二
、五
〇
〇
円（
別
途
手
数
料
あ
り
）

▼
連
絡
先　

稲
城
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
☎
050（
５
８
０
５
）９
０
８
２

▼
期
日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
▼
時

間　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
半
▼
会

　

作
っ
た
作
品
を
発
表
し
よ
う
。
賞

品
も
用
意
し
ま
し
た
。

▼
期
日　

８
月
27
日
㈰
▼
時
間　

午

後
１
時
～
３
時
▼
会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ

▼
対
象　

７
歳
～
17
歳
の
方
▼
参
加

費　

無
料
▼
そ
の
他　

よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
毎
月
勉
強
会
も

開
催
し
て
い
ま
す
▼
連
絡
先　

宮み
や

崎ざ
き

h
a
ru
h
in
o
.w
a
k
a
b
a
d
a
i@

gm
ail.com

　

今
年
も
や
り
ま
す
水
質
調
査

生
活
者
の
会

男
女
で
活
動
す
る

�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す

ソ
ニ
ッ
ク
キ
ッ
ズ

楽
し
み
発
見
。
ピ
ア
ノ
伴
奏

�

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
タ
ン
ゴ
体
験
」

け
い
お
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ

プ
ー
ル
で
あ
そ
ぼ
う
。

�

畑
の
野
菜
を
収
穫
し
よ
う

コ
マ
ク
サ
幼
稚
園
未
就
園
児
の
会

原
田
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

�

と
お
話
し

い
な
ぎ
草
の
根
文
化
サ
ロ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大
会

�

２
０
２
３
年
を
開
催
し
ま
す

イ
ナ
ギ
テ
ッ
ク

核
兵
器
も
戦
争
も
な
い

平
和
を
求
め
る
親
子
映
画
会

い
な
ぎ
平
和
と
安
全
を
考
え
る
連
絡
会

「
安
保
３
文
書
」に
つ
い
て
、�

�

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

憲
法
九
条
を
守
る
稲
城
市
民
の
会

親
子
リ
ズ
ム
＆

�

マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会

新
日
本
婦
人
の
会
稲
城
支
部
カ
ン
ガ
ル
ー

子
ど
も
絵
画
教
室

�

「
1
日
無
料
体
験
」

母
と
子
の
ア
ト
リ
エ

30
周
年
記
念
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル�

�

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
＊
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」

児
童
劇
団「
大
き
な
夢
」

稲
城
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

お
絵
描
き
し
た
い
子
集
ま
れ
。
教

室
で
一
緒
に
絵
を
描
き
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

７
月
18
日
㈫
▼
時
間　

午

後
４
時
～
５
時
▼
会
場　

第
二
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

年
少
～
小
学
３

年
生
▼
会
費　

無
料
▼
そ
の
他　

水

彩
絵
の
具
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
▼
連
絡
先　

母
と
子
の
ア
ト
リ
エ

hahatokono.
atorie@

gm
ail.com

　

現
在
、
平
尾
１
の
49
の
７
番
地

に
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
経
典
供
養
塔
で
元
々
は

約
20
ｍ
程
西
側
の
農
協
平
尾
支
店

隣
に
あ
り
ま
し
た
。
移
設
前
は
、

供
養
塔
の
下
に
平
尾
原
経
塚
が
あ

り
ま
し
た
が
、
建
物
建
設
の
た
め

消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

経
塚
は
、
全
国
六
十
余
州
の
霊れ

い

場じ
ょ
う

を
回
っ
て
写
経
し
、
そ
の
経
典

を
納
め
た
記
念
に
造
ら
れ
た
経
典

供
養
の
塚
で
す
。
造
ら
れ
始
め
た

の
は
平
安
時
代
頃
か
ら
で
す
が
、

盛
ん
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
に

な
っ
て
か
ら
で
す
。

　

昭
和
51
年
に
経
塚
の
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
塚
の
規
模

は
、
径
約
６
ｍ
×
4.5
ｍ
、
高
さ
70

㎝
ほ
ど
の
楕
円
形
の
経
塚
で
、
頂

部
か
ら
約
20‌

㎝
南
側
に
下
っ
た
所

に
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
、
中
か
ら
高
さ

約
33
㎝
の
備
前
焼
の
大お

お

甕か
め

が
発
見

さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
経
典
を
納
め

た
青
銅
製
の
経き

ょ
う

筒づ
つ

が
出
土
し
ま
し

た
。
経
筒
内
に
は
３
巻
の
経
典
と

和
鏡
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

湿
気
に
よ
る
腐
敗
が
著
し
く
、
経

典
の
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

経
塚
の
上
に
あ
る
経
典
供
養
塔

は
、
宝
永
５
年
10
月（
１
７
０
８
）

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
石
塔
の

側
面
に
は
、
塚
の
中
に
経
典
を
埋

納
し
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
経
塚
と
石
塔
の
関
係
が
明
ら

か
と
な
っ
た
貴
重
な
事
例
で
す
。

　

市
内
に
は
同
様
の
経
典
供
養
塔

が
15
基
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

13
基
が
、
全
国
の
霊
場
を
回
っ
て

写
経
を
収
め
る
六
十
六
部
回か

い

国こ
く

経

塚
で
す
。
平
尾
原
経
塚
も
、
こ
の

よ
う
な
流
れ
の
末
期
に
属
す
る
も

の
で
す
。
調
査
の
結
果
、
市
内
最

古
の
経
典
供
養
塔
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
石
塔
の

形
が
良
く
整
っ
て
い
る
貴
重
な
資

料
で
す
。
経
塚
の
出
土
品
と
供
養

塔
が
稲
城
市
指
定
有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
資
料
室
で
は
、「
平
尾
原

経
塚
出
土
品
及
び
供
養
塔
」に
つ

い
て
、
関
係
資
料
を
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

郷
土
資
料
室

▽
場
所　

ふ
れ
ん
ど
平
尾
２
階

（
平
尾
１
の
９
の
１
）

▽
開
館　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
休
館
日　

月
曜
日
、
年
末
年
始

▽
問
合
せ　

稲
城
市
郷
土
資
料
室

郷
土
資
料
室
だ
よ
り
126

平ひ

ら

尾お

原は

ら

経き
ょ
う

塚づ

か

出し
ゅ
つ

土ど

品ひ

ん

�

及
び
供く

養よ

う

塔と

う

平尾原経塚の経典供養塔

第
55
回

  

稲
城
市
民
体
育
大
会�

�

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

▽
期
日　

10
月
２
日
㈪
・
６
日
㈮

▽
会
場　

東
京
よ
み
う
り
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ

▽
定
員　

合
計
160
人（
各
日
80
人
） 

（
先
着
順
）

▽
競
技
内
容　

18
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
ー
で
新
ペ
リ
ア
方
式
の
順

位
戦

▽
プ
レ
ー
費　

概
算
二
二
、〇
〇
〇
円

（
当
日
個
人
精
算
で
お
願
い
し
ま

す
。）

▽
申
込
方
法　

郵
便
局
の
振
込
用
紙

に
、
市
民
体
育
大
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
明
記
し
、
①
住
所
②
氏
名（
フ
リ

ガ
ナ
）③
電
話
番
号
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
⑤
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ（
組
合
せ
時

参
照
）⑥
参
加
希
望
日
の
あ
る
方
は
そ

の
日
を
明
記
し
、
参
加
費（
賞
品
代

等
）三
、〇
〇
〇
円
を
８
月
21
日
㈪
ま

で
に
次
に
記
載
の
郵
便
局
口
座
に
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
員
の

皆
様
に
は
別
途
8
月
7
日（
月
）頃
に

ご
案
内
し
ま
す
。

▽
口
座
番
号
０
０
１
７
０–
３–
６
０

２
１
８
５

▽
口
座
名
義　

稲
城
市
ゴ
ル
フ
協
会

▽
そ
の
他　

①
申
込
は
、
8
月
14
日

㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。
申
込
開
始
日

前
に
申
込
さ
れ
た
方
は
、
順
位
が
繰

下
が
り
と
な
り
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と

な
り
ま
す
。
②
希
望
日
の
記
載
が
な

い
申
込
者
・
希
望
日
が
定
員
超
え
の

申
込
者
に
は
８
月
25
日
㈮
頃
に
ご
連

絡
し
ま
す
。
③
参
加
者
が
確
定
し
た

ら
9
月
20
日
㈬
頃
ま
で
に「
組
合
せ

表
」を
郵
送
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

ゴ
ル
フ
大
会
事
務

局　

中
村 

☎
090（
４
３
９
０
）８
３
９

０（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
可
）

▽
稲
城
市
ゴ
ル
フ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

https://iga2.cocotte.jp/

稲
城
市
ゴ
ル
フ
協
会

場　

稲
城
第
一
小
学
校
、
城
山
小
学

校
▼
対
象　

小
学
生
▼
会
費　

一
、

五
〇
〇
円（
月
額
）、
保
険
料　

八
〇
〇

円（
年
額
）▼
そ
の
他　

ま
ず
は
見

学
・
体
験
へ
。

か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
▼
連
絡
先　

三み

角す
み

info@
sonic-kids.com

▼
期
日 

第
二
水
曜
日
▼
時
間　

午

前
10
時
～
正
午
▼
会
場　

城
山
体
験

学
習
館
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
参

加
費　

二
、〇
〇
〇
円（
月
額
）▼
そ

の
他　

朗
読
も
劇
も
は
じ
め
て
の
方

大
歓
迎
。
皆
で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。
見
学
自
由
▼
連
絡
先　

清し

水み
ず

☎

090（
３
９
０
４
）０
４
９
７

▼
期
日　

第
二
・
四
水
曜
日
▼
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
半
▼
会
場　

第
二

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た
で

も
▼
会
費　

二
、〇
〇
〇
円（
月
額
）

▼
連
絡
先　

鈴す
ず

木き

☎
090（
１
７
０
２
）

３
１
３
３

▼
第
一
・
二
・
三
木
曜
日　

▼
時
間　

午
後
３
時
～
７
時
▼
会
場　

城
山
文

化
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象　

ど
な
た
で

も
▼
会
費　

二
、〇
〇
〇
円（
月
額
）

▼
そ
の
他　

入
会
金
無
し
▼
連
絡
先　

北き
た

川が
わ

☎
090（
７
８
２
９
）４
８
３
１

▼
期
日　

木
・
土
曜
日（
各
月
２
回
）

▼
時
間　

午
前
10
時（
木
）・
午
後
１

時
半（
土
）▼
会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ
他
▼

対
象　

歌
が
好
き
な
方
▼
参
加
費　

一
、五
〇
〇
円（
１
回
）・
初
回
体
験

無
料
▼
そ
の
他　

詳
細
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

に
練
習
風
景
等
有
▼

連
絡
先　

山や
ま

口ぐ
ち

☎（
350
）１
５
０
７　

朗
読+

劇
の
魅
力
を

�

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

来
る
実

お
家
で
眠
っ
て
い
る

�

着
物
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

着
付
結
の
会

新
舞
踊
を
楽
し
く

�

踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か

富
矢
会

楽
し
く
歌
っ
て
、

�

生
き
生
き
と
美
し
い
声
に

コ
ー
ル
フ
ォ
ー
リ
ア
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中
央
図
書
館
で
は
、
一
日
図
書
館

員
を
や
っ
て
み
た
い
人
を
募
集
し
ま

す
。
図
書
館
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

人
、
図
書
館
の
中
を
見
学
し
た
い
人

は
ぜ
ひ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

７
月
31
日
㈪
、
８
月
１
日

㈫
、
14
日
㈪
、
15
日
㈫
の
い
ず
れ
か

一
日

▽
時
間　

午
前
9
時
～
11
時

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
～
６

年
生

▽
会
場　

中
央
図
書
館

▽
定
員　

各
回
３
人　

計
12
人

※
人
数
が
多
い
場
合
は
抽
選

▽
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
の
カ
ウ

ン
タ
ー
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付
中
。

▽
申
込
締
切　

７
月
23
日
㈰

　

中
央
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
テ
ー

マ
を
決
め
て
本
を
選
び
ま
し
た
。
中

に
ど
ん
な
本
が
入
っ
て
い
る
か
は
借

り
て
か
ら
の
お
楽
し
み
で
す
。
ぜ
ひ

本
と
の
新
し
い
出
会
い
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

７
月
21
日
㈮
～
８
月
31
日

㈭

　

本
を
借
り
て
、
ク
イ
ズ
や
な
ぞ
な

ぞ
な
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し

て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。

▽
期
間　

７
月
19
日
㈬
～
８
月
31
日

㈭▽
対
象　

小
学
生

▽
問
合
せ　

ｉ
プ
ラ
ザ
図
書
館

　

中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
二
土

曜
日
に
英
語
の
絵
本
を
楽
し
く
読
む

サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
期
日　

８
月
12
日
㈯

▽
時
間　

午
後
２
時
～
４
時

※
時
間
内
の
途
中
参
加
・
退
場
可

▽
会
場　

城
山
体
験
学
習
館

☆
申
込
み
は
不
要
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

「
父
と
暮
せ
ば
」

▽
期
日　

８
月
６
日
㈰　

「
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
　
赤
毛

の
ア
ン
」

▽
期
日　

８
月
23
日
㈬　

【
共
通
事
項
】

▽
時
間　

午
後
2
時
～
（
1
時
45
分

開
場
）

▽
会
場　

城
山
体
験
学
習
館　

▽
定
員　

各
回
50
人（
先
着
順
）

☆
申
込
み
は
不
要
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

７
月
18
日
㈫

▽
時
間　

午
後
3
時
半
～　

▽
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー　

▽
対
象　

就
学
前
～
小
学
校
低
学
年

▽
内
容　

絵
本
・
手
遊
び
な
ど

▽
問
合
せ　

第
四
図
書
館

　

暗
い
お
部
屋
で
こ
わ
い
お
は
な
し

を
楽
し
み
ま
す
。

▽
期
日　

8
月
6
日
㈰

▽
時
間　

午
後
3
時
～
4
時

▽
会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ

▽
対
象　

小
学
生（
こ
わ
い
お
は
な

し
が
１
時
間
聞
け
る
未
就
学
児
も
可
。

そ
の
場
合
は
保
護
者
の
同
伴
必
要
）

▽
定
員　

40
人（
予
約
申
込
制
）

▽
申
込　

7
月
19
日
㈬
か
ら
ｉ
プ
ラ

ザ
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話

に
て
受
付
。

▽
問
合
せ　

ｉ
プ
ラ
ザ
図
書
館

帝
国
図
書
館�

長
尾
宗
典

動
物
が
く
れ
る
力�

大
塚
敦
子

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
知
る
た
め
の
60
章	

�

上
田
広
美

不
動
産
登
記
の
教
科
書�

山
口
里
美

幕
府
海
軍�

金
澤
裕
之

心
理
学
を
つ
く
っ
た
実
験
30

�

大
芦
治

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度	

�

眞
鍋
泰
治

認
知
症
の
人
の
心
に
届
く
、
声
の
か

け
方
・
接
し
方�

髙
口
光
子

城山体験学習館
☆展示コーナー

第21回　あすなろ水彩会スケッチ画展
風景画を主体としたスケッチ画展です。透明水彩絵の具で
遠近と「光と影」を付け、立体的に表現しております。
▷期間　７月15日（土）～23日（日）
※初日は正午から、最終日は午後３時まで。

半径２キロのきのこのキロク
散歩で見つけたいろんなきのこ。その写真を楽しい額「楽

らく

額
がく

」に入れました。足もとの小さな世界の展示です。
▷期間　８月３日（木）～11日（金）
※初日は正午から、最終日は午後３時まで。

「核のない世界へ～こどもたちに青い空を！～」
私たちは忘れない―ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・チェル
ノブイリ・フクシマ―「原爆と人間」ポスター展他。
▷期間　８月12日（土）～20日（日）
※初日は午後1時から、最終日は午後１時まで。
▷問合せ　城山体験学習館

新
し
く
入
っ
た
本
で
す
。

す
で
に
貸
出
中
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
、
音
訳

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地
震
・
台
風
時
に
動
け
る
ガ
イ
ド

�

辻
直
美

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

�

吉
田
菜
穂
子

障
害
の
あ
る
人
の
欠
格
条
項
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
？
Ｑ
＆
Ａ�

臼
井
久
実
子

中
野
京
子
の
西
洋
奇
譚�

中
野
京
子

大
胆
推
理
！
ケ
ン
ミ
ン
食
の
な
ぜ

�
阿
古
真
理

羽
田
空
港
ア
ー
カ
イ
ブ
１
９
３
１
―

２
０
２
３

�

羽
田
航
空
宇
宙
科
学
館
推
進
会
議

牧
野
富
太
郎
の
植
物
図
鑑	

�

高
知
県
立
牧
野
植
物
園

ま
ち
が
え
る
脳�

櫻
井
芳
雄

知
っ
て
楽
し
い
カ
ワ
セ
ミ
の
暮
ら
し	

�

笠
原
里
恵

ヒ
ト
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か	

�

伊
谷
原
一

自
分
の
見
た
目
が
許
せ
な
い
人
へ
の

処
方
箋�

中
嶋
英
雄

気
持
ち
が
ラ
ク
に
な
る
が
ん
と
の
向

き
合
い
方�

高
野
利
実

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ�

古
川
渉
一

絶
滅
危
惧
昆
虫
図
鑑	

�

レ
ヴ
ォ
ン
・
ビ
ス

Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
作
る
リ
メ
イ
ク
家
具
・
リ

モ
デ
ル
家
具�

山
田
芳
照

お
や
つ
は
う
ち
で
作
る
も
の

�

有
元
葉
子

４
～
６
歳
の
伝
え
た
い
こ
と
が
わ
か

る
お
う
ち
お
絵
か
き�

舟
井
賀
世
子

１
日
１
分
！
座
っ
た
ま
ま
で
Ｏ
Ｋ
！ 

ズ
ル
い
腹
筋�
星
野
光
一

ソ
ン
グ
の
哲
学�

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン

空
き
家
改
修
の
教
科
書	

�

フ
ク
イ
ア
サ
ト

東
京
近
郊
愛
犬
と
楽
し
む
と
っ
て
お

き
の
お
で
か
け
ス
ポ
ッ
ト
案
内	

�

愛
犬
と
お
で
か
け
編
集
室

Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
現
代
史�

山
本
浄
邦

豚
か
た
ま
り
肉
を
買
っ
て
み
ま
し
た	

�

大
西
哲
也

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
！
産
後
う
つ
？
と

思
っ
た
ら
読
む
本�

立
花
良
之

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
ポ
ー
ズ
解
剖
図
鑑	

�

楠
原
宏
子

白
鶴
亮
翅�

多
和
田
葉
子

焼
け
野
の
雉�

梶
よ
う
子

お
や
ご
こ
ろ�

畠
中
恵

悪
貨�

上
田
秀
人

人
類
三
千
年
の
幸
福
論	

�

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ

天
神
さ
ん
が
晴
れ
な
ら�

澤
田
瞳
子

秘
伝
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン�

�

亀
渕
昭
信

変
わ
る
日
本
語
、
そ
れ
で
も
変
わ
ら

な
い
日
本
語�

塩
田
雄
大

言
語
沼�

堀
元
見

罪
滅
ぼ
し�

小
杉
健
治

少
年
籠
城�

櫛
木
理
宇

奔
れ
、
空
也�

佐
伯
泰
英

君
が
見
た
の
は
誰
の
夢
？�

森
博
嗣

英
国
古
典
推
理
小
説
集�

佐
々
木
徹

極
楽
征
夷
大
将
軍�

垣
根
涼
介

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー�

奥
田
英
朗

絵
師
金
蔵
赤
色
浄
土�

藤
原
緋
沙
子

ヨ
モ
ツ
イ
ク
サ�

知
念
実
希
人

ト
ラ
ン
パ
ー�

今
野
敏

み
つ
ば
の
泉
ち
ゃ
ん�

小
野
寺
史
宜

渦
の
中
へ�

あ
さ
の
あ
つ
こ

誰
に
似
た
の
か�

中
島
要

香
港
警
察
東
京
分
室�

月
村
了
衛

ア
オ
サ
ギ
の
娘	

�

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ハ
ー
ト
マ
ン

い
の
ち
の
十
字
路�

南
杏
子

時
を
追
う
者�

佐
々
木
譲

鈍
色
幻
視
行�

恩
田
陸

能
面
検
事
の
死
闘�

中
山
七
里

物
語
の
種�

有
川
ひ
ろ

彼
女
が
言
わ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
こ

と�

桜
庭
一
樹

永
遠
と
横
道
世
之
介　
上
・
下

�

吉
田
修
一

墨
の
ゆ
ら
め
き�

三
浦
し
を
ん

ひ
む
ろ
飛
脚�

山
本
一
力

隠
居
お
て
だ
ま�

西
條
奈
加

教
科
書
で
出
会
っ
た
名
作
小
説
一
〇
〇�

�

石
原
千
秋

安
気
な
老
後
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず	

�

山
﨑
武
也

東
京
で
十
年
。�

井
川
直
子

努
力
に
頼
ら
ず『
要
領
が
い
い
人
』に

な
る
40
の
コ
ツ�

菅
原
洋
平

寅
さ
ん
と
イ
エ
ス�

米
田
彰
男

Ｚ
世
代
の
ネ
オ
ホ
ー
ム
レ
ス

�

青
柳
貴
哉

四
十
雀
、
跳
べ
！�

林
真
理
子

一
日
図
書
館
員
　
募
集

8
月
映
画
会（
一
般
向
け
）

図
書
館
福
袋

�

～
借
り
て
楽
し
い
夏
休
み
編
～

夏休みこどもえいが会

（上映時間70分）

　夏休みの一日を、楽しいえいがを
見ながら、ぜひご家族一緒にお過ご
しください。

▷期日　8月27日（日）
▷時間　午後3時～4時15分
　　　　（2時45分開場）
▷会場　城山体験学習館
▷対象　児童および保護者　
▷定員　50人（先着順）
▷�申込み　7月15日（土）から中央図書
館カウンターまたは電話にて受付。
▷問合せ　中央図書館

すみっコぐらし／
青い月夜のまほうのコ

な
つ
の

�

こ
わ
い
お
は
な
し
か
い

夏
の
お
は
な
し
会

第
四
図
書
館

第一・第二・第三・第四図書館
夏期 開館時間拡大

▷実施期間　7月21日（金）～8月31日（木）
　　　　　　※月曜日・祝日休館
▷開館時間　午前9時～午後6時
　　　　　　※日曜日は午後5時まで
▷実施館　第一・第二・第三・第四図書館
▷問合せ　第一図書館

ｉ
プ
ラ
ザ
図
書
館

図
書
館
で
な
ぞ
解
き

�

「
怪
盗
ｉ
の
挑
戦
状
」
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